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本
年
六
月
十
五
日
、
神
戸
真
言
宗
連
合
会
主
催
の

「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
が
、
三
年
ぶ
り
に
三
宮
の
国
際
会
館

で
執
り
行
わ
れ
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
会
長
と
し
て
導
師

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
戸
真
言
宗
連
合
会
の
「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
は
、
昭
和

三
十
二
年
に
名
称
を
「
青
葉
祭
り
」
か
ら
「
い
ろ
は
ま
つ

り
」
に
変
更
し
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
会
場
を
大
倉
山
の

仏
教
会
館
か
ら
国
際
会
館
に
移
し
て
行
わ
れ
、
神
戸
の
初

夏
の
風
物
詩
と
も
言
う
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
七
年
に
も
、
会
場

を
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
施
設
に
移
し
、
規
模
は
小
さ
い
な

が
ら
も
お
大
師
様
へ
の
感
謝
と
共
に
、
心
な
ら
ず
も
犠
牲

と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
へ
の
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
て
、
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
の
三
年

は
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
建
て
ら
れ
た
仮
の
国
際
会
館
に
て

執
り
行
い
、
平
成
十
一
年
に
現
在
の
国
際
会
館
で
の
「
い

ろ
は
ま
つ
り
」
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
十
有
余
年
、
神
戸
真
言
宗
連
合
会
の
皆
さ

ん
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
お
大
師
様
へ
の
報
恩
の
誠
と
、

御
詠
歌
講
や
ご
協
賛
下
さ
る
皆
様
、
そ
し
て
毎
年
ご
来
場

い
た
だ
き
、
叱
咤
激
励
し
て
下
さ
る
皆
様
へ
の
感
謝
の
真

心
を
以
て
「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
を
企
画
し
、
運
営
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
で
も
お
大
師
様
と
の
ご
縁
を

深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
、
昭
和
五
十
九
年
に
結
成
さ
れ
た

劇
団
「
あ
じ
の
こ
」
の
団
員
は
、
お
彼
岸
が
明
け
た
頃
か

ら
日
夜
お
芝
居
の
お
稽
古
に
も
励
み
、
演
劇
布

教
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
令
和
二
年
に
初
め
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

運
営
を
託
さ
れ
た
て
い
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
翌

年
、
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
す
る
こ
と
な
く
、
今
度

は
私
も
そ
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立

場
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
大
震
災
の
時
に
も

続
け
た
「
い
ろ
は
ま
つ
り
」
を
二
年
も
続
け
て
中
止
に
は

出
来
な
い
と
、
当
山
八
角
堂
を
会
場
に
し
て
、
役
員
と
会

員
有
志
だ
け
で
し
た
が
、
お
大
師
様
の
ご
誕
生
を
祝
う
と

共
に
、
疫
病
退
散
の
願
い
も
込
め
た
お
勤
め
を
厳
修
致
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
種
々
の
制
限
の
あ
る
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
国
際
会
館
に
集
い
、
心
ひ
と

つ
に
報
恩
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
物
の
興
廃
は
必
ず
人
に
由
る
、
人
の
昇
沈
は
定
ん
で

道
に
在
り
」。
お
大
師
様
が
庶
民
の
学
校
を
作
ろ
う
と
し

て
、
帝
に
送
ら
れ
た
設
立
趣
意
書
の
一
節
で
す
。
世
界
で

は
非
道
な
指
導
者
の
武
力
に
よ
る
他
国
へ
の
侵
攻
や
人

権
弾
圧
、
国
民
の
生
活
を
無
視
し
た
核
開
発
や
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
実
験
が
起
き
、
わ
が
国
で
は
子
供
へ
の
虐
待
や
自

分
の
勝
手
な
思
い
で
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
者
、
人
の
優

し
さ
を
、
ま
た
反
対
に
ち
ょ
っ
と
し
た
欲
を
刺
激
し
て
お

金
を
騙
し
取
る
者
が
後
を
絶
た
ず
、
お
大
師
様
の
お
言
葉

が
胸
に
響
い
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
お
言
葉
を
か
み
し
め

な
が
ら
、
今
一
度
ご
先
祖
様
か
ら
続
く
こ
の
生
命
の
尊
さ

に
思
い
を
寄
せ
、
忍
耐
と
苦
難
の
日
々
を
送
る
全
て
の

人
々
の
健
康
と
安
寧
、
平
和
な
生
活
へ
の
早
期
の
回
帰
を

祈
り
、
熱
中
症
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
こ
の
夏
を
過
ご
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三

万霊堂
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と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
日
経
』
に
説
く
教
え
は
、

す
べ
て
こ
の
三
句
の
教
え
の
中
に
集
約
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

二
、
如
実
知
自
心

　
『
大
日
経
』
で
は
、
前
述
の
三
句
の
法
門
に

次
い
で
、大
日
如
来
は
金
剛
手
菩
薩
（
秘
密
主
）

に
次
の
ご
と
く
に
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
秘
密
主
よ
、
云い

か
ん何

が
菩
提
と
な
ら
ば
、
謂い

わ
く
、
実
の
如
く
自
心
を
知
る
な
り
」
と
。

　

こ
の
「
如
実
知
自
心
」
の
教
え
を
弘
法
大
師

空
海
は
、主
著
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
略

し
て
『
十
住
心
論
』）
の
第
十
巻
「
秘
密
荘
厳

住
心
」
の
中
で
、
左
の
ご
と
く
教
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
秘
密
荘し

ょ
う
ご
ん
じ
ゅ
う
し
ん

厳
住
心
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
究く

竟き
ょ
うじ

て
自
心
の
源
底
を
覚
知
し
、
実
の
如

く
自
身
の
数す

り
ょ
う量

を
証
悟
す
る
な
り
。
い
わ

ゆ
る
胎
蔵
海
会
の
曼
荼
羅
と
金
剛
界
会
の

曼
荼
羅
（
す
な
わ
ち
金
剛
頂
十
八
会
の
曼

荼
羅
）
と
が
こ
れ
な
り
」
と
。

　

こ
の
弘
法
大
師
の
解
釈
は
真
言
密
教
の
極
意

を
披
瀝
さ
れ
た
も
の
で
、
最
高
の
教
え
で
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
真
言
密
教
の
奥
義
を
極
め

た
究
極
の
境
地
で
あ
る
秘
密
荘
厳
住
心
に
あ
っ

て
は
、
衆
生
の
存
在
は
単
に
自
己
に
対
す
る
外

的
な
存
在
で
は
な
い
。
一
切
衆
生
は
他
な
ら
ぬ

自
心
の
源
底
に
こ
そ
存
在
す
る
こ
と
を
如
実
に

感
得
し
、
同
時
に
一
切
衆
生
は
自
身
と
同
体
で

あ
り
、
こ
れ
又
自
心
の
根
底
に
無
数
の
身
体
と

し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
完
全
に
身
を
も
っ

て
悟
り
き
る
こ
と
の
大
事
を
説
い
て
お
ら
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
（
続
き
は
次
回
に
）

　

今
回
は
、
真
言
密
教
の
最
高
の
主
尊
で
あ
る

大
日
如
来
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

イ
ン
ド
密
教
史
の
中
期
（
七
世
紀
中
頃
）、

真
言
密
教
の
所
依
の
経
典
と
な
る
『
大
日
経
』

と『
金
剛
頂
経
』（
並
び
に
そ
の
両
系
の
諸
経
典
）

が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
大
経
典
に
は
、

密
教
の
事
相
（
実
践
上
の
修
法
や
儀
礼
）
と
教

相
（
理
論
的
な
教
理
）
の
大
事
が
網
羅
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
典
の
中
に
、
大
日
如
来
は
、
密

教
の
中
心
と
な
る
絶
対
的
な
尊
格
で
、
諸
尊
の

総
主
、
密
教
の
教
主
、
密
教
の
主
尊
、
密
教
の

本
尊
と
し
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
大
日
如
来
と
は
原
語
（
梵
語
）

の
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
・
タ
タ
ー
ガ
タ

の
漢
訳
語
で
、
音
写
し
て
摩ま

か

び
訶
毘
盧る

遮し
ゃ

那な

如
来

と
い
い
ま
す
。

　
『
大
日
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
大
日
経
疏し

ょ

』

（
略
し
て
『
大
疏
』）
で
は
、
梵
音
（
梵
語
）
の

「
毘
盧
遮
那
」
は
「
是
れ
日ひ

（
太
陽
）
の
別
名
」

と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
日
如
来
の

功
徳
と
し
て
、
左
の
特
徴
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

⑴
除じ

ょ
あ
ん
へ
ん
み
ょ
う

暗
遍
明—

一
切
の
闇
を
除
き
あ
ま
ね
く

照
ら
し
明
る
く
す
る—

大
日
如
来
の
智

慧
の
徳

　

⑵
能の

う
じ
ょ
う
し
ゅ
う
む

成
衆
務—

よ
く
一
切
の
務
め
を
成
り
立

た
せ
る—

大
日
如
来
の
慈
悲
の
徳

　

⑶
光こ

う
む
し
ょ
う
め
つ

無
生
滅—

そ
の
光
が
生
滅
す
る
こ
と
が

な
い—

大
日
如
来
の
教
え
の
徳

　

な
お
、「
毘
盧
遮
那
」（
日
）
の
上
に
「
大
」（
マ

ハ
ー
）
を
冠
し
て
い
る
の
は
左
の
理
由
に
よ
り

ま
す
。

　

真
言
密
教
に
お
い
て
は
、
大
日
如
来
は
一
切

の
諸
仏
諸
尊
を
も
包
容
す
る
根
本
仏
で
、
現

実
の
太
陽
を
遥
か
に
超
越
し
た
尊
格
な
の
で
、

「
大
」
を
冠
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

太
陽
の
光
は
昼
は
照
ら
す
が
、
夜
は
照
ら
し
得

な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
明
暗
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
大
日
如
来
の
光
（
智
慧
）
は
昼
夜

を
と
も
に
照
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
こ
の
世

の
暗
部
も
す
べ
て
照
ら
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

大
日
如
来
は
智
慧
の
光
を
も
っ
て
す
べ
て
の
も
の

を
悟
り
の
境
地
に
導
き
、
ま
た
慈
悲
の
功
徳
を

も
っ
て
一
切
衆
生
を
救
護
す
る
働
き
が
永
遠
不

滅
で
あ
る
の
で
、「
大
」の
字
を
冠
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、『
大
日
経
』
に
よ
っ
て
、
大
日

如
来
の
説
く
密
教
の
根
本
教
義
を
略
述
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

一
、
三
句
の
法
門

　
『
大
日
経
』
住
心
品
の
教
学
の
中
心
は
一
切

智
智
の
獲
得
に
あ
り
ま
す
。
一
切
智
智
と
は
一

切
智
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
智
で
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
の
究
極
の
真
理
を
知
る
智
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
智
の
修
得
の
た
め
に
、
三
句
の
法
門
が
説

か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、『
大
日
経
』
で
は
、
金
剛
手
菩
薩
（
秘

密
主
）
が
問
者
と
な
っ
て
、
大
日
如
来
に
種
々

の
疑
義
を
質
問
す
る
と
い
う
形
式
で
説
か
れ
て

い
ま
す
。

　

金
剛
手
菩
薩
は
問
い
か
け
ま
す
。
仏
の
智
慧

は
何
を
原
因
と
し
、
何
を
根
本
と
し
、
何
を
究く

竟き
ょ
うと

す
る
の
で
す
か
、
と
。
大
日
如
来
は
即
答

し
ま
す
。

　
「
菩
提
心
を
因
と
し
、
大
悲
を
根
と
し
、

　
　
方
便
を
究
竟
と
す
」
と
。

　

言
う
こ
こ
ろ
は
、
密
教
を
信し

ん
し
ゅ修

す
る
者
は
、

悟
り
を
求
め
る
清
浄
な
菩
提
心
を
原
因
と
し
、

大
い
な
る
慈
悲
の
発
露
を
根
本
と
し
、
衆
生
を

救
済
す
る
た
め
の
す
ぐ
れ
た
教
化
方
法
を
考
え

出
し
て
実
践
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
す
る

と
の
意
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
菩
提
心
を
発お

こ

し
、
苦く

し
ゅ
れ
ん
ぎ
ょ
う

修
練
行

し
て
悟
り
を
開
く
こ
と
を
目
指
し
、
慈
悲
の
心

を
養
い
高
め
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
迷
い
や

苦
し
み
に
呻
吟
す
る
一
切
衆
生
を
救
護
す
る
こ

と
を
究
極
の
目
的
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
り
ま

す
。「
方
便
究
竟
」
と
は
、
密
教
な
ら
で
は
の

崇
高
な
教
え
な
の
で
す
。

　

い
っ
た
い
に
、
仏
教
修
行
の
目
的
は
、
上じ

ょ
う
ぐ求

菩ぼ
だ
い提
（
上
に
向
か
っ
て
は
悟
り
を
求
め
る
）
と
、

下げ

化け

衆し
ゅ
じ
ょ
う
生
（
下
に
向
か
っ
て
は
衆
生
を
導
き
救

済
す
る
）
と
を
菩
薩
の
目
標
と
し
ま
す
。
い
わ

ば
自
利
と
利
他
の
二に

り利
円え

ん
じ
ょ
う

成
を
心
得
と
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

だ
が
、『
大
日
経
』の「
方
便
究
竟
」の
教
え
は
、

あ
く
ま
で
利
他
優
先
で
す
。悟
り
を
開
く
の
も
、

慈
悲
の
心
を
起
す
の
も
、
す
べ
て
究
極
は
衆
生

済
度
の
た
め
で
、自
己
の
利
益
（
自
分
の
悟
り
）

の
た
め
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、自
己
の
悟
り
を
断
念
し
て
も
、

悩
み
苦
し
む
一
切
衆
生
の
救
済
を
最
優
先
す
る

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⒃

　
—

大
日
如
来（
上
）  

摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳
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◆ 

八
月

○
九
日    

（
火
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音
　 

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
一
日
（
木
）
～
十
五
日
（
月
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
月
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿
　

○
十
七
日
（
水
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　〈
午
前
九
時
・
正
午
・
午
後
三
時
〉　
青
葉
殿

○
十
九
日
（
金
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
土
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
土
）・
二
十
一
日
（
日
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆ 

九
月

○
二
十
日
（
火
）
～
二
十
六
日
（
月
）　 

彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉　
護
摩
堂

○
二
十
日
（
火
）・
二
十
一
日
（
水
）　
彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆  

十
月

○
八
日    

（
土
）　 

絵
本
テ
ラ
ピ
ー
　〈
午
後
一
時
半
～
午
後
四
時
〉　
青
葉
殿
　

○
十
七
日 

（
月
）　
万
霊
堂
落
慶
法
要
　〈
午
前
十
一
時
〉　
万
霊
堂

○
二
十
九
日
（
土
）　
須
磨
　
夜
音
　
音
楽
法
要
祭
　〈
午
後
六
時
〉　
境
内

○
二
十
日
（
木
）・
二
十
一
日
（
金
）　
大
師
縁
日

　
◆ 
十
一
月

○
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）　 

大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
水
・
祝
）　 

秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　 

柴
燈
大
護
摩
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
一
時
〉　
須
磨
寺 

境
内

　

四
萬
六
千
日
と
は
、
観
音
様
の
ご
縁

日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る
と
、
四

萬
六
千
日
参
詣
し
た
の
に
相
当
す
る
功

徳
を
生
ず
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

須
磨
寺
で
は
、
本
堂
に
お
い
て

初
盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行

い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ
う
そ
く

で
形
つ
く
ら
れ
た
巨
大
な
観
音
様

の
お
顔
、
み
あ
か
り
観
音
の
前
で
読

経
し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
・
萬
霊

供
養
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
後
、
本
堂
前
に
お
い
て
和
太
鼓
の

奉
納
演
奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

拝
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

  

夏
・
秋
の
行
事
案
内

 
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
～
み
あ
か
り
観
音
～

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日
（
火
）　

午
後
六
時
よ
り

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

一
、
ご
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也



青葉の笛だより （4）
　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ

い
と
う燈
大お

お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の
一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を
仏
様
に
感

謝
し
、
火
渡
り
に
よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行
い
ま
す
。
火
渡
り
修

行
と
は
火か

し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴
燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に
よ

り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除

の
た
め
に
、
火
渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　

火
渡
り
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　

時	

十
一
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
）

	

午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　

場	

須
磨
寺
境
内　

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご
祈
祷	

特
別
祈
祷
札　

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

	

添
護
摩
木　
　
　
千
円

　

一
、
火
渡
り	

厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

	

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　

  

※
火
渡
り
修
行
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

一
、
お
申
し
込
み　
　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

令和四年
厄年表

　
神
戸
市
在
住
で
作
家
、
故
陳
舜
臣
先
生
（
平
成
二
十
七
年
没　

享
年
九
十
歳
）
漢
詩
碑
が
平
成
五

年
五
月
三
日
に
須
磨
寺
仁
王
門
前
の
放
生
池
、
龍
華
橋
の
畔
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
舜
臣
先
生
漢
詩
碑
は
「
須
磨
寺
有
感
」
と
題
さ
れ
「
龍
華
橋
の
畔
に
平
郎
を
弔
う
」
で
始
ま

る
詩
の
通
り
に
源
平
一
の
谷
合
戦
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
平
敦
盛
公
を
偲
ん
で
作
ら
れ
た
漢
詩
で

す
。
合
戦
前
夜
に
笛
を
吹
き
、
平
家
の
栄
華
を
誇
っ
た
都
を
偲
ん
だ
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
、

今
に
も
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
情
景
と
、
押
し
寄
せ
る
源
氏
方
の
軍
勢
を
前
に
、
滅
び
行

く
平
家
の
哀
れ
を
七
言
絶
句
二
首
に
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

          「
須
磨
寺
有
感
」（
和
訳
）

     

須
磨
寺
に
て
感
あ
り

　
　
　
其
の
一

龍り
ゅ
う
げ華
橋ば
し

の
畔
ほ
と
り

平へ
い
ろ
う郎（
平
家
の
公き
ん
だ
ち達
）を
弔と
む
ら
う

青せ
い
よ
う葉

の
笛て
き
せ
い声

余よ
い
ん韻

は
長な
が

し

底な
に
ご
と事

ぞ
海か
い
ふ
う風

吹ふ

い
て
腸
は
ら
わ
たを

断た

つ

　
　
　
其
の
二

源げ
ん
け家

の
鉄て
っ
き騎

塵ち
り

を
捲ま

い
て
征せ
い

す

警け
い
ほ
う報

頻し
き

り
に
伝つ
と

う
青あ
お
ば葉

の
營え
い

記き

す
る
や
否い
な

や
興こ
う
ぼ
う亡

は
棊き

一い
っ
き
ょ
く

局
な
る
を

笛て
き
せ
い声

清せ
い
が雅

に
し
て
白は
く
し
ゃ
た
い
ら

沙
平
か
な
り

　

こ
の
漢
詩
碑
は
、
正
覚
院
先
代
住
職
故
三
浦
真
厳
和
尚
の
発
願
で
当
時
、
真
厳
和
尚
と
交
流
の

あ
っ
た
陳
舜
臣
先
生
に
漢
詩
碑
建
立
の
依
頼
を
さ
れ
た
所
こ
こ
ろ
よ
く
お
引
き
受
け
下
さ
り
ま
し

た
。
漢
詩
碑
の
制
作
に
は
、
先
に
山
本
周
五
郎
文
学
碑
、
良
寛
句
碑
の
製
作
に
も
携
わ
っ
た
彫
刻

家
、
速
水
史
朗
先
生
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
覚
院
住
職
　
朝
倉
経
義

陳
舜
臣
先
生
漢
詩
碑
「
須
磨
寺
有
感
」

須
磨
の
火
祭
り

須
磨
の
火
祭
り

 

平
成　

十
七
年
生
（
女
性　

厄
年
）    

平
成　

十
一
年
生
（
男
性　

小
厄
）

 

平
成　

四　

年
生
（
女
性　

前
厄
）    

昭
和
五
十
八
年
生
（
男
性　

前
厄
）

 

平
成　

三　

年
生
（
女
性　

本
厄
）    

昭
和
五
十
七
年
生
（
男
性　

本
厄
）

 

平
成　

二　

年
生
（
女
性　

後
厄
）    

昭
和
五
十
六
年
生
（
男
性　

後
厄
）

 

昭
和
六
十
二
年
生
（
女
性　

厄
年
）    

昭
和
三
十
八
年
生
（
男
性　

厄
年
）

 

昭
和
三
十
八
年
生
（
女
性　

厄
年
）



青葉の笛だより（5）

◆ 

は
じ
め
に

　

最
近
で
は
I
T
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
思
い
の
外
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
み
、
公
的
な
手
続
き
に
お
け
る
利
用
の
開

始
や
電
子
マ
ネ
ー
の
普
及
、
家
族
間
等
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
利
用
な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
も

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
必
要
不
可
欠
に
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
に
は
疎
い
方

で
す
し
、
専
門
家
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
素
人
目
線
で

デ
ジ
タ
ル
資
産
に
対
し
て
の
疑
問
や
不
安
を
お
伝
え
し
、

み
な
さ
ん
な
り
に
お
考
え
頂
く
機
会
に
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

◆ 「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
と
は
？

　

そ
も
そ
も
「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
っ
て
何
？
と
思
わ
れ

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
な
り
の
解
釈
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
「
有
形

資
産
」
と
「
無
形
資
産
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
「
有

形
資
産
」
と
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
・
携
帯
電
話
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
そ
の
モ
ノ
で
す
。
記
録
・

日
記
・
写
真
・
取
引
履
歴
等
の
デ
ー
タ
を
保
管
し
て
い
る

入
れ
物
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
無
形
資
産
」
と
は
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
取
引
情
報

等
の
こ
と
を
いい
、
基
本
的
に
本
人
だ
け
が
自
由
に
使
用

で
き
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
言
う
「
無
形
資

産
（
電
子
的
資
産
）」
に
は
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
証
券
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
等
の
暗
号
資
産
を
は
じ
め
と
す

る
「
金
融
資
産
」
と
著
作
物・写
真
等
の
「
知
的
資
産
」

と
日
記
や
記
録
と
いっ
た
個
人
に
と
っ
て
大
切
な
「
想
い
出

資
産
」
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
の
処
分
と
は
？

　

デ
ジ
タ
ル
資
産
の
処
分
に
つい
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
資
産

の
所
有
者
（
契
約
者
）
本
人
が
健
在
で
判
断
能
力
も
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
は
専
門
業
者
へ
デ
ー
タ
の
移
行
や
完
全
消
去
を

依
頼
、
破
壊
処
分
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
適

切
に
処
分
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
取
引
に

つい
て
も
換
金
や
解
約
等
の
手
続
き
も
容
易
に
行
え
ま

す
。
し
か
し
、
所
有
者
（
契
約
者
）
が
死
亡
し
た
場

合
や
事
故
や
病
気
で
判
断
能
力
を
喪
失
・
低
下
し
た

場
合
に
は
、
色
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、

①
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
パ
ス

ワ
ー
ド
が
分
か
ら
ず
開
か
な
い

②
ウ
ェ
ブ
上
で
の
取
引
に
つ
い
て
の
情
報
が
全
く
分
か

ら
な
い

③
サ
ー
バ
ー
等
に
預
け
た
デ
ー
タ
の
存
在
の
有
無
や

デ
ー
タ
の
内
容
が
確
認
で
き
な
い

④
事
業
に
係
る
書
類
（
届
出
書
類
・
会
計
帳
簿
・

取
引
履
歴
等
）
が
分
か
ら
な
い
等
々

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
何
ら
か
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
一
人

一
台
は
持
た
れ
て
い
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ

タ
ル
機
器
の
情
報
等
は
最
も
身
近
で
重
要
な
個
人
情
報

で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
情
報
で
す
。
た
と

え
家
族
で
あ
っ
て
も
い
た
ず
ら
に
侵
す
べ
き
で
は
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
も
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
言
う
な
れ
ば
、

不
測
の
損
害
や
紛
争
を
防
止
す
る
た
め
に
、
家
族
で
あ
っ

て
も
個
人
の
通
帳
の
残
高
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号
等
を
教
え
な
い
の
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
所
有
者
に
万
が
一の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に
Ｐ
Ｃ

等
が
開
か
な
い
と
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
し
、
ウ
ェ
ブ
上
で

の
取
引
は
サ
イ
ト
内
や
メ
ー
ル
で
契
約
の
事
務
等
が
完

結
す
る
こ
と
が
多
く
、
捕
捉
し
に
く
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
に
係
る
帳
票
類
や
取
引
情
報
が
確
認
で
き

な
い
と
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
で
利
便
性
が
向
上
し
た
半
面
、
ご
く

一
部
で
す
が
色
々
と
課
題
が
あ
る
こ
と
が
お
解
り
頂
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆ 

意
外
と
知
ら
な
い
落
し
穴

　

前
述
の
問
題
点
に
加
え
て
覚
え
て
お
い
て
欲
し
い
こ
と

を
２
点
お
話
し
し
ま
す
。
１
つ
目
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
を
開
こ
う
と
し
て
む
や
み
に
適
当
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
試

し
て
入
力
し
な
い
こ
と
、
２
つ
目
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

契
約
を
早
々
に
解
約
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
１
つ
目

に
つい
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
へ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
誤
入
力
で

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
っ
て
は
一
定
回
数
を
超
え
る

と
自
動
的
に
初
期
化
さ
れ
て
二
度
と
デ
ー
タ
を
復
旧
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
機
種
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は

専
門
の
事
業
者
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

次
に
２
つ
目
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
所
有
し
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
時

に
早
々
に
解
約
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
「
当
た
り
前
で
し
ょ

う
、
誰
も
使
う
人
い
な
い
の
だ
か
ら
。
お
金
も
か
か
る

し
・
・
・
」
と
の
考
え
は
一
見
す
る
と
当
然
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
で
述
べ
た
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
上

の
こ
と
は
ウ
ェ
ブ
上
で
完
結
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
最

近
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
で
の
個
人

情
報
流
出
や
詐
欺
事
件
を
防
止
す
る
た
め
、
契
約
変

更
や
重
要
事
項
の
確
認
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
へ
本
人
確

認
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
暗
証
番
号
等
が
送
ら
れ
て
き

て
、
入
力
し
な
い
と
ア
ク
セ
ス
出
来
な
い
と
か
、
そ
も
そ

も
確
認
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

然
る
べ
き
手
続
き
を
経
て
契
約
の
変
更
や
解
約
が
出
来

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
回
復
に
は
膨
大
な
労
力
と

費
用
が
か
か
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
解
約
が

出
来
な
い
等
の
不
利
益
を
被
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
契
約
者
が
お
亡
く
な
り
な
っ
て
も
、
早
々
に
解
約

す
る
の
は
止
ま
っ
た
方
が
賢
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
述
の
２
点
と
は
少
し
趣
旨
を
異
に
し
ま
す
が
、
補

足
と
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
被
相
続

人
が
ネ
ッ
ト
取
引
で
証
券
や
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
保
有
し

て
い
た
場
合
、
相
続
人
等
が
そ
の
事
を
知
ら
ず
放
置
し

て
し
ま
う
と
相
続
税
や
そ
の
追
徴
課
税
が
課
せ
ら
れ
た

り
す
る
等
の
不
意
打
ち
の
よ
う
な
処
分
を
被
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
続
税
の
納
付
に
は
一
定
の
期

限
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
遺
産
分
割
協
議
や
相
続
税
対

策
に
も
自
ず
と
締
め
切
り
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
ネ
ッ

ト
で
の
取
引
を
知
ら
ず
に
手
続
き
を
進
め
た
場
合
は
手

続
き
に
不
備
が
生
じ
、
何
ら
か
の
是
正
や
補
正
、
課
税

の
処
分
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
頂

け
る
と
思
い
ま
す
。

◆ 

対
策
と
は
？

　

問
題
な
の
は
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
開
く
た
め

の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
取
引
を
し
て
い
る

金
融
機
関
等
の
情
報
と
サ
イ
ト
へ
入
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
で
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
の
管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者

等
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
視
点

か
ら
定
期
的
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
を
推
奨
し
、

実
践
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
結

論
と
し
て
は
、
ノ
ー
ト
等
の
紙
媒
体
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

種
別
や
取
引
先
等
の
名
称
を
区
別
し
て
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
等
の
情
報
を
書
い
て
お
い
て
厳
重
に
保
管
す
る
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
情
報
の
漏
洩
、
盗
難
、
火
災
に
よ
る

消
失
や
紛
失
等
の
危
険
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｃ
等
で
一

覧
を
管
理
す
る
に
し
て
も
、
事
業
者
に
依
頼
す
る
に
し

て
も
同
様
の
危
険
が
あ
る
こ
と
は
さ
し
て
変
わ
り
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
取
引
履
歴
等
の
重
要

な
情
報
を
一
覧
に
し
た
デ
ー
タ
を
保
管
し
た
Ｐ
Ｃ
等
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
だ
け
を
紙
で
保
管
し
て
、
他
の
重
要
な

書
類
（
遺
言
書
等
）
と
保
管
し
た
方
が
不
必
要
に
情
報

が
可
視
化
さ
れ
ず
に
良
い
で
の
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆ 

最
後
に

　

は
じ
め
に
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
デ
ジ
タ
ル
に
関

し
て
は
疎
く
て
得
意
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
不
安
に
感
じ
ま
す
し
、
何
か
対
策
を
し
て
お
か
な

く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
勉
強
会
を
し
た
り
、

相
続
に
詳
し
い
専
門
士
業
に
相
談
し
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
明
確
な
解
決
策
が
見
出
せ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
資
産
を
活
用・維
持
し
、

適
切
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
機
会
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
等
に
つい
て
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
古
田
雄
介
氏
（
ラ
イ
タ
ー
）、
伊
勢

田
篤
史
氏
（
終
活
弁
護
士
）
の
書
籍
を
参
考
に
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
お
寺
で
学
ぶ

お
寺
で
学
ぶ
周
活
知
恵
袋

周
活
知
恵
袋

　
　
　
真
言
宗
須
磨
寺
派
昭
和
寺　

住
職　

中
山　

戒
仁

　『
デ
ジ
タ
ル
資
産
』の
終
活 

～
現
状
の
課
題
と
対
策
～



青葉の笛だより （6）
　

慶
応
四
年(
一
八
六
八)

三
月
十
三
日
に
発
せ
ら
れ
た
太
政
官
布
告(

通
称

「
神
仏
分
離
令
」)
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
」
が
起
こ
り
、
全
国
で

寺
院
が
破
却
さ
れ
る
と
い
う
惨
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
須
磨
寺
も
例
外
で
は

な
く
、
こ
れ
に
よ
り
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

須
磨
寺
に
残
さ
れ
た
記
録
を
見
て
み
る
と
、

明
治
に
入
り
、
し
ば
ら
く
は
記
録
が
な
く
、
明

治
十
六
年(

一
八
八
三)

に
宮
内
省
か
ら
荒
廃
し

て
い
た
須
磨
寺
に
保
存
費
と
し
て
金
百
円
が
下

賜
さ
れ
る
、
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
同
年

に
「
須
磨
寺
本
坊
は
満
願
寺
の
若
田
智
秀
師
が

兼
務
す
る
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
た
め
当
時
の

須
磨
寺
に
は
常
住
の
僧
侶
は
お
ら
ず
、
須
磨
寺

は
寂
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

復
興
の
転
機
に
な
る
の
は
、
明
治
二
十
一
年(

一
八
八
八)
に
長
原
密
浄

師
が
蓮
生
院
の
住
職
と
し
て
来
任
し
た
こ
と
で
す
。(

こ
の
時
、
長
原
師
は
、

須
磨
寺
山
内
全
て
の
寺
院
の
住
職
を
兼
務
し
て
い
ま
す
が
、
ま
と
も
な
建
物

が
あ
っ
た
の
は
、
蓮
生
院
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。)

長
原
師
は
、
明
治

二
十
四
年(

一
八
九
一)

に
神
田
兵
右
衛
門(

初
代
神
戸
市
市
会
議
長)

等
の

協
力
を
得
て
、
桜
の
木
の
寄
進
を
募
り
、
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

須
磨
寺
が
「
新
吉
野
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
、
関
西
屈
指
の
桜
の
名
所
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
明
治
四
十
三
年(

一
九
一
〇)

に
兵
庫
電
気
軌
道
株
式
会
社

が
兵
庫
―
須
磨
間
を
開
通
。
同
時
に
沿
線
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
大
正
二
年

(

一
九
一
三)

に
、
須
磨
寺
の
東
側
に
あ
る
大
池(

堂
谷
池)

周
辺
に
須
磨
寺

遊
園
地
を
開
園
、
池
の
東
側
に
は
動
物
園
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
人
形
館
に
料

亭
や
茶
店
、
子
供
電
車
遊
具
完
備
の
運
動
場
、
池
で
は
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
釣

り
も
で
き
、
後
に
は
プ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
、
須
磨
寺
周
辺
は
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

源
平
の
庭
前
、
若
木
の
桜
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
に
「
植
桜
記
碑
」
が
建
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
須
磨
寺
を
桜
の
名
所
に
し
た
功
労
者
の
神
田
兵
右
衛
門
の

功
績
を
称
え
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
須
磨
寺
に
ご
参
詣
の
折
は
是
非
と

も
ご
覧
に
な
ら
れ
て
下
さ
い
。

一

周

忌

 

令
和
三
年
亡

三

回

忌

 

令
和
二
年
亡

七

回

忌
 

平
成
二
十
八
年
亡

十
三
回
忌　

平
成
二
十
二
年
亡

十
七
回
忌　

平
成
十
八
年
亡

二
十
三
回
忌　

 
平
成
十
二
年
亡

二
十
五
回
忌　

 

平
成
十
年
亡

二
十
七
回
忌　

 

平
成
八
年
亡

三
十
三
回
忌　

 

平
成
二
年
亡

三
十
七
回
忌　

 

昭
和
六
十
一
年
亡

五
十
回
忌
　

昭
和
四
十
八
年
亡

百

回

忌

 

大
正
十
二
年
亡

令和 4 年
年忌一覧

　
お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
ま
す
の
で
、
写
経
・
瞑
想

を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
疲
れ
た
心
を
癒
し
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
写
経
の
み
、
瞑
想
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
）

　
毎
月
、
二
十
一
日
十
四
時
か
ら
厄
除
け
大
師
堂
で
、
二
十
八
日
十
四
時
か
ら
蓮
生
院
本

堂
で
護
摩
を
致
し
ま
す
。
お
参
り
は
自
由
な
の
で
、
護
摩
行
中
は
ご
自
由
に
お
入
り
く
だ

さ
い
。

写
経
・
瞑
想
体
験
会

護
摩
行

蓮生院　九月から十月までの行事予定

写
経
・
瞑
想
体
験
会
は
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

数
日
前
か
ら
発
熱
、咳
、下
痢
、頭
痛
、息
苦
し
さ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
お
昼
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

諸
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

　

日　
　

時
：
九
月
四
日（
土
）、　　
　

　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
二
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半　

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

　

場　
　

所
：
蓮
生
院
本
堂　
　

 

参

加

費
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
千
円

須
磨
寺
の
歴
史
〈
二
十
八
〉

―
須
磨
寺
の
近
代
一　



青葉の笛だより（7）
　

七
段
花
（
シ
チ
ダ
ン
カ
）
は
山
紫
陽
花
の一
種
。

江
戸
時
代
中
期
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
・
博

物
学
者
シ
ー
ボ
ル
ト
著
の
「
日
本
植
物
誌
」
の
中

で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
歴
史
か
ら
姿
を
消
し
て
幻

の
花
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
五
九
年
（
昭

和
三
十
四
年
）
に
六
甲
山
系
で
再
び
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
八
重
咲
き
の
装
飾
花
が
星
の
よ
う
に
可
憐

で
、
現
在
も
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
元
年
、
須
磨
寺
門
前
に
工
房
を
開
く
こ
と

で
、
庭
で
七
段
花
を
育
て
る
と
言
う
積
年
の
夢
が

叶
い
ま
し
た
。
私
が
四
十
歳
の
時
で
す
。

　

七
月
の
初
旬
、
六
甲
森
林
植
物
園
に
出
か
け
た

の
は
、
そ
の
時
期
愛
好
者
の
た
め
に
、
事
務
所
横
の

フ
ロ
ア
ー
で
苗
木
を
販
売
し
て
い
る
と
小
耳
に
挟
ん

だ
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
日
所
定
の
場
所
に
は
、
七
段
花
は

お
ろ
か
、
園
芸
販
売
店
そ
の
も
の
が
出
店
し
て
お

ら
ず
、
事
務
所
の
方
に
尋
ね
る
と
、

 

「
販
売
は
一
切
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
次
の
入

荷
は
何
時
の
こ
と
か
こ
ち
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
ご
返
事
。
私
の
落
胆
の
色
が
あ
ん
ま
り
だ
っ
た

の
か
、
隣
の
席
の
女
性
職
員
さ
ん
が
、

 

「
入
荷
が
あ
っ
た
ら
ご
連
絡
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
に
甘
え
て
、
私
の
名
刺
を

お
渡
し
し
、
感
謝
の
思
い
を
顔
一
面
の
喜
色
に
託
し

て
そ
の
場
を
辞
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
駐
車
場
に
戻
り
、
車
の
ド
ア
に
手
を
か

け
た
と
き
、

 

「
お
ー
い　

お
ー
い
」

と
、
呼
ぶ
声
に
振
り
返
る
と
、
六
十
歳
く
ら
い
の
男

性
が
足
早
に
私
を
追
い
か
け
て
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
れ
あ
ん
た
か
い
な
」

と
、
対
面
す
る
や
否
や
差
し
出
さ
れ
た
の
は
、
今

し
が
た
事
務
所
に
お
い
て
き
た
「
仏
師 

山
髙
龍
雲
」

の
名
刺
。

 

「
そ
う
で
す
け
ど　

な
に
か
」

と
言
う
私
の
問
い
に
、

 

「
わ
た
し
も
龍
雲
な
ん
や
」

そ
う
いっ
て
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
名
刺

に
は
、

 

「
園
芸
主
任 

松
坂
龍
雲
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し

た
。

 

「
事
務
所
に
戻
っ
て
同
僚
に
、
今
あ
ん
た
と
同
じ
名

前
の
人
が
来
た
で
と
教
え
ら
れ
た
ん
や
け
ど
、
妙

な
縁
が
あ
る
も
ん
や
と
思
う
て
な
」

そ
う
言
わ
れ
る
お
顔
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、

 

「
そ
れ
は
確
か
に
妙
で
す
ね
」

つ
ら
れ
て
私
も
、
松
坂
さ
ん
の
名
刺
を
手
に
同
じ
言

葉
を
口
に
し
ま
し
た
。

 

「
七
段
花
の
苗
を
買
い
に
き
た
そ
う
や
け
ど
、
時
間

が
あ
っ
た
ら
ち
ょっ
と
付
き
合
わ
ん
か
い
な
」

そ
の
日
、
工
房
は
お
休
み
で
別
に
急
い
で
は
い
な
か
っ

た
の
で
、
そ
う
お
伝
え
す
る
と
、

 

「
ほ
な
、
こ
っ
ち
お
い
で
」

　

そ
う
言
わ
れ
る
な
り
回
れ
右
。
ス
タ
ス
タ
歩
き
だ

さ
れ
た
松
坂
さ
ん
の
背
中
を
追
っ
て
、
植
物
園
の
裏

手
の
雑
木
林
の
中
の
ゆ
る
や
か
な
坂
道
を
辿
る
と
、

そ
こ
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
三
面
分
く
ら
い
の
空
間
が
ポ

カ
リ
と
ひ
ろ
が
り
、
見
渡
す
限
り
木
や
花
や
苗
が

整
然
と
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の一
番
奥
の一
角
、
紫
陽
花
の
畝
に
は
山
紫
陽
花
、

本
紫
陽
花
、
額
紫
陽
花
と
区
画
別
に
な
ら
び
、
当

時
ま
だ
花
屋
さ
ん
で
は
見
か
け
な
い
新
種
の
花
と
苗

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

「
山
紫
陽
花
は
温
度
と
湿
度
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
。

六
甲
山
は
そ
の
点
最
高
の
条
件
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
、

外
国
産
の
も
の
も
よ
く
育
っ
て
く
れ
る
。
ま
あ
、
こ

の
辺
り
の
も
の
を
持
っ
て
帰
っ
て
植
え
て
み
た
ら
」

と
、
畝
か
ら
は
み
出
し
た
苗
を
無
造
作
に
選
ん
で
、

束
に
し
て
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
そ

ら
く
余
り
苗
の
よ
う
に
抜
き
捨
て
ら
れ
る
類
の
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
抜
い
て
束
ね
る
松
坂
さ
ん
の

手
つ
き
は
あ
く
ま
で
優
し
く
、
そ
の
苗
に
は
ひ
と
つ

ひ
と
つ
小
さ
な
名
札
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
七
段
花
の
苗
も
含
め
て
。

　

そ
の
あ
と
大
き
な
楠
の
つ
く
る
木
陰
の
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
、
水
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
灰
皿
が
わ
り
の
バ
ケ

ツ
を
挟
み
、
暫
く
話
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
坂
さ
ん
は
も
と
も
と
お
寺
の
お
生
ま
れ
だ
そ

う
で
、
龍
雲
の
名
前
も
お
寺
を
継
ぐ
べ
く
名
づ
け

ら
れ
た
と
か
。
た
だ
訳
あ
っ
て
僧
侶
の
道
に
は
進
ま

ず
、
今
は
大
好
き
な
土
い
じ
り
の
出
来
る
此
処
で
こ

う
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
、
ご
自
身
の
こ
と
を

訥
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
局
、
草
木
か
ら
始
ま
っ
て
、
職
業
、
ふ
る
さ
と
、

旅
、
読
書
と
、
と
う
と
う
閉
園
時
間
ま
で
話
し
こ

ん
で
し
ま
っ
た
の
は
、
同
名
の
縁
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
余
程
話
題
も
気
心
も
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
松
坂
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
須
磨
寺
の
工
房

に
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
私

は
外
出
し
て
い
て
残
念
な
が
ら
再
会
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

頂
い
て
大
切
に
育
て
た
苗
は
二
年
目
か
ら
花
開
い

て
、
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
ナ
ベ
ル
は
、
大

手
毬
に
似
た
真
っ
白
の
花
の
豪
華
さ
に
参
道
を
ゆ
く

人
の
足
を
止
め
て
、
何
度
か
名
前
を
聞
か
れ
た
り
、

挿
木
用
に
小
枝
を
乞
わ
れ
、
ひ
と
枝
差
し
上
げ
た

り
し
ま
し
た
。

 
仏
師
逍
遙

　

七
段
花
は
根
付
い
た
も
の
の
大
き
く
は
育
た
ず
、

五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
丈
の
ま
ま
二
年
目
三
年
目
と

さ
さ
や
か
な
花
を
健
気
に
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
六
甲
山
と
の
環
境

の
違
い
は
如
何
と
も
し
難
い
も
の
か
と
、
松
坂
さ
ん

に
も
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、

「
長
く
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る
と
、
何
だ
か
花
は

咲
く
場
所
を
自
分
で
決
め
て
い
る
ん
や
な
い
か
と
思

う
こ
と
が
あ
る
。

　

不
思
議
な
こ
と
や
が
、
唯
枯
れ
る
訳
や
の
う
て
、

枯
れ
る
と
き
に
は
も
う
違
う
場
所
に
咲
く
と
こ
ろ

を
用
意
し
て
い
る
ん
や
な
い
か
。　

　

山
髙
さ
ん
の
七
段
花
も
、
だ
か
ら
も
う
ど
こ
か

別
の
と
こ
ろ
で
花
を
つ
け
て
る
や
ろ
」

と
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
の
後
、
久
方
ぶ
り
に
植
物
園
を
訪
ね
た
と

き
、
も
う
松
坂
さ
ん
は
退
官
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
音
信
は
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
緑
の

雨
に
紫
陽
花
の
藍
が
滲
む
頃
に
な
る
と
、
必
ず
六

甲
山
の
懐
に
い
だ
か
れ
た
新
緑
の
ひ
と
時
を
思
い
出

し
ま
す
。

 

「
こ
の
世
で
一
緒
に
生
き
て
い
る
ん
や
か
ら
、
人
も

草
木
も
お
ん
な
じ
こ
っ
ち
ゃ
。
喜
び
も
す
れ
ば
悲
し

み
も
す
る
や
ろ
」

と
語
ら
れ
る
松
坂
さ
ん
の
言
葉
は
、
煙
草
を
燻
ら

せ
る
横
顔
と
共
に
私
の
脳
裏
か
ら
消
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
楽
し
い
思
い
出
の
時
間
は
、
大
切
に
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
いつ
ま
で
も
そ
の
あ
た
た
か
さ
を
失

わ
ず
、
時
を
経
る
ご
と
に
輝
き
を
弥
増
し
て
人
生

の
道
の
駅
に
や
さ
し
さ
を
添
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
夜
来
の
雨
の
残
し
て
いっ
た
曇
り
空
の
下
、
遠
い

日
の
紫
陽
花
の
記
憶
を
、
や
わ
ら
か
い
紙
に
包
ま
れ

た
大
好
き
な
お
菓
子
の
よ
う
に
、
今
日
も
こ
こ
ろ

の
小
引
き
出
し
に
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

須
磨
寺
大
仏
師　
　

山
髙
龍
雲



（8）

　
十
月
二
十
九
日　

十
八
時
よ
り
、
第
六
回
と
な
る
「
須

磨　
夜
音　
音
楽
法
要
祭
」
を
執
り
行
い
ま
す
。「
夜
音　
音

楽
法
要
祭
」
は
、
平
敦
盛
を
は
じ
め
と
す
る
源
平
戦
士
へ
の
供

養
と
平
和
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
度
重
な
る
災
害
に
お
け
る
慰
霊

と
復
興
の
祈
り
を
法
要
の
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
法
要
の
内
容
は
、
元
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
ド
ラ
マ
ー
の
梶
原

徹
也
氏
率
い
る
「
神
紗
」
の
ド
ラ
ム
・
和
太
鼓
・
舞
・
三
味

線
の
奉
納
演
奏
に
加
え
、
須
磨
琴
の
演
奏
と
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
Ｆ
Ｍ

神
戸
の
サ
ウ
ン
ド
ク
ル
ー
中
野
耕
史
氏
の
語
り
、
そ
し
て
今
回

は
特
別
に
天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
と
須
磨
寺
の
僧
侶
が
共

に
声
明
を
唱
え
ま
す
。
天
台
宗
の
声
明
と
真
言
宗
の
声
明
、
宗

派
を
越
え
て
共
に
祈
り
ま
す
。
法
要
の
最
後
に
は
、
読
経
と
ド

ラ
ム
・
和
太
鼓
・
舞
が
す
べ
て
重
な
り
合
い
、
祈
り
の
世
界
を

創
り
出
し
ま
す
。

　
夜
の
お
寺
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
僧
侶
の
読
経
と
音
楽

が
織
り
な
す
祈
り
の
世
界
を
体
感
し
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
心
に
響
く
法
要
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

お
寺
に
足
を
運
ん
で
下
さ
る
多
く
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。
是
非
ご
知
友
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

記

　

日
時	

十
月
二
十
九
日（
土
）

	

午
後
六
時
よ
り

　

場
所	

出
世
稲
荷
前　

舞
台

入場自由

須
磨 

夜
音 

音
楽
法
要
祭

～
真
言
声
明
と
天
台
声
明
　
平
安
の
響
き
～

　

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
万
霊
堂
（
共
同
墓
）
新
築

工
事
が
六
月
末
に
竣
工
を
迎
え

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
来

る
十
月
十
七
日
午
前
十
一
時
よ

り
落
慶
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま

す
。

　

ご
寄
進
、
仏
具
、
法
具
、

銅
板
屋
根
の
奉
納
下
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

万
霊
堂
が
こ
れ
か
ら
末
永
く

皆
様
の
祈
り
の
場
と
な
り
ま
す

こ
と
を
、
落
慶
法
要
で
皆
様

と
共
に
お
祈
り
し
た
く
存
じ
ま

す
。
ご
参
拝
ご
献
香
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

           

記

万
霊
堂  

落
慶
法
要

◆
◆
◆
　
　

　
　　

日
時

十
月
十
七
日

午
前
十
一
時
開
白

◆
◆
◆
　
　

須磨寺  万霊堂  落慶法要


